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I

上
代
我
が
國
で
奉
祀
さ
れ
た
蕃
岬
の
名
で
呼
ば
れ
る
異
幽
艸
は
珍
ら
し
く
な
い
。
殊
に
牛
島
と
關
係
が
辮
接
な
時
代
に
あ

っ
て
は
．
蹄
化
人
も
多
歎
移
住
し
，
彼
等
の
信
仰
す
る
韓
土
の
諸
艸
も
内
地
で
祭
ら
れ
る
事
が
少
く
な
か
っ
た
。
古
仰
に
純

祁
の
渡
来
を
説
く
も
の
沓
雌
友
見
父
け
る
所
で
め
る
・
半
島
し
諸
艸
で
蚊
も
著
し
く
見
堂
け
ら
れ
る
の
は
新
羅
川
で
あ
る
。

三
國
を
統
一
し
て
國
を
成
し
た
新
羅
は
韓
牛
烏
の
代
名
詞
と
な
っ
た
爲
に
、
韓
岬
は
即
ち
新
羅
川
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
る
場

合
も
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
政
治
的
に
は
新
羅
の
半
島
統
一
の
事
精
に
開
し
て
，
我
鬮
と
特
殊
の
關
係
に
あ
る
任
那
や
、
後
按

ぞ
惜
し
ま
な
か
っ
た
百
濟
、
高
句
泥
を
減
し
た
と
云
ふ
行
き
が
脳
り
か
ら
、
奈
良
帆
以
後
新
羅
と
の
剛
交
は
腿
燕
危
機
に
陥

っ
て
ゐ
る
。
か
上
る
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
平
安
朝
を
通
じ
て
信
仰
さ
れ
た
新
羅
岬
が
あ
る
事
は
特
筆
す
ぺ
き
で
あ
ら
う
。

そ
れ
は
晩
唐
に
相
次
い
で
求
法
の
魚
に
渡
海
し
た
天
台
の
高
僻
に
依
っ
て
信
仰
さ
れ
た
一
連
し
蕃
岬
で
あ
る
。
日
本
天
台
の

開
測
で
あ
る
傳
教
大
師
最
澄
は
入
店
に
際
し
て
豐
前
幽
香
春
吐
に
行
路
の
平
安
を
斬
っ
て
ゐ
る
。
香
春
砥
は
風
土
記
逸
文
に

日
唐
交
通
ご
新
羅
脚
の
信
仰

日
店
交
通
と
新
羅
抑
の
偏
仰

緒

言
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示
さ
れ
る
如
く
、
新
羅
よ
り
渡
来
し
た
岬
と
云
は
れ
る
群
榊
Ｇ
あ
っ
た
。
最
澄
の
後
に
天
台
座
主
と
な
っ
た
慈
昂
犬
師
凹
仁

は
、
入
唐
中
山
東
の
赤
山
に
一
冬
を
過
し
肺
帆
の
後
同
所
の
柵
ぞ
祭
っ
た
が
、
Ｍ
仁
の
赤
山
に
於
け
る
生
活
は
新
羅
院
と
呼

ば
れ
る
新
羅
人
の
寺
院
で
な
さ
れ
て
ゐ
ろ
。
裁
に
赤
山
川
と
新
羅
と
の
開
係
が
求
め
ら
れ
る
。
次
い
で
後
世
慈
畳
山
門
と
對

抗
す
る
寺
門
の
基
を
開
い
た
押
諦
大
師
側
珍
の
入
府
肺
朝
に
開
し
て
博
へ
ら
れ
る
新
羅
岬
の
州
現
が
あ
り
、
新
羅
明
祁
と
し

て
中
世
に
・
公
武
の
信
仰
浄
得
た
神
が
あ
る
。
市
の
ら
ち
番
赤
川
は
恐
ら
く
肺
化
人
に
よ
っ
て
奉
祀
さ
れ
た
古
砒
と
恩
は
れ
、

禽
左
仰
敬
大
師
の
鐘
仰
葬
．
一
愛
け
、
赤
山
、
新
羅
の
雨
明
艸
は
蝿
嶮
に
依
っ
て
新
に
奉
祀
さ
れ
た
も
の
と
体
へ
ら
れ
る
。

右
の
諸
就
の
奉
祀
毒
秘
の
那
曲
に
は
各
凌
異
っ
た
耶
怖
も
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
同
じ
く
肝
剛
研
學
に
開
し
て
物
語
ら
れ
る

黙
に
注
意
し
た
い
。
常
時
の
我
哉
牌
使
其
他
入
府
求
法
价
侶
は
、
或
は
新
羅
人
の
迭
船
航
海
の
技
術
に
頼
り
、
或
は
叉
新
羅

海
上
樅
の
保
護
に
よ
り
平
安
に
渡
店
の
目
的
を
達
す
る
事
が
川
來
た
。

鼓
に
最
漆
以
下
の
新
雑
祁
信
仰
の
車
変
を
個
別
に
眺
め
、
彼
等
の
椎
便
し
た
海
上
に
新
羅
人
の
援
助
貢
献
が
亜
祀
せ
ら
れ

て
ゐ
ろ
事
に
老
へ
を
及
ぼ
し
、
か
上
る
信
仰
の
よ
っ
て
来
た
現
斑
的
な
事
曲
に
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

最
雄
は
延
暦
二
十
三
年
近
店
使
に
從
っ
て
・
へ
店
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
乗
船
は
遥
店
刑
使
石
川
朝
胞
逆
益
の
乗
る
第
二

船
で
あ
っ
た
。
大
使
雌
原
州
阪
鰯
岬
胱
丹
の
乘
ろ
鋪
一
船
に
は
泰
海
が
ゐ
た
。
日
本
後
紀
の
記
す
所
に
依
る
と
、
同
年
七
月

六
円
肥
前
松
浦
郡
川
浦
（
五
肪
久
批
烏
）
を
川
發
し
た
川
船
は
、
一
路
西
方
に
向
っ
て
支
那
海
を
横
断
せ
ん
と
し
た
が
、
第

、
脾
赤
迩
と
新
縦
祁
の
慌
仰
六
一

一
、
最
澄
と
香
春
稗

h

’
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日
唐
交
通
と
新
無
祁
の
偏
仰
六
二

三
、
第
四
船
は
連
絡
を
失
ひ
漂
流
し
、
鋪
一
船
は
怒
涛
に
獅
弄
さ
れ
る
事
三
十
川
日
に
し
て
市
支
那
耐
州
の
界
に
到
蒲
し

た
。
一
行
は
之
よ
り
北
上
し
て
店
都
憂
安
に
入
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
瀝
等
の
船
は
無
事
明
州
（
寧
波
）
に
逹
し
、
副
使
逆

益
は
と
Ｌ
で
病
死
し
た
が
、
九
月
一
日
に
は
一
同
明
州
を
發
し
て
入
京
し
、
大
使
の
一
行
を
都
で
待
っ
て
ゐ
た
。
最
溌
は
明

州
よ
り
別
れ
て
天
台
山
に
遊
歴
し
た
が
室
海
よ
り
先
に
師
路
に
就
き
、
大
使
の
蹄
船
に
同
乘
し
翌
延
暦
二
十
四
年
五
月
十
八

日
明
州
を
解
繊
し
、
六
月
五
日
對
賜
に
到
浩
し
て
ゐ
る
。
即
ち
妓
澄
は
往
復
共
四
船
の
う
ち
妓
も
平
安
に
海
上
幾
百
里
の
波

沸
を
乗
り
切
っ
た
の
で
あ
る
。
妓
泣
が
入
店
に
際
し
し
て
香
芥
川
に
斬
り
、
そ
の
其
助
に
依
っ
て
往
復
宍
無
事
に
航
海
の
安

全
か
保
證
さ
れ
た
事
を
物
語
る
斌
初
の
史
料
は
、
价
仁
忠
の
叡
山
大
師
仲
の
左
の
文
で
あ
る
。

五
年
（
弘
仁
）
春
、
爲
遂
渡
海
願
、
向
筑
紫
幽
、
修
諸
功
徳
、
敬
迭
械
像
千
手
菩
薩
一
躯
尚
五
尺
、
大
般
若
経
二
部
一
千

二
百
巻
．
妙
法
辿
華
経
一
千
部
八
千
巻
・
叉
奉
職
八
幡
大
洲
、
於
艸
宮
寺
自
誰
法
華
経
，
乃
附
誰
覚
・
大
祁
託
立
・
我
不

聞
法
・
音
久
歴
或
牛
、
幸
仙
遇
和
上
、
得
剛
疋
激
、
韮
爲
我
川
修
行
極
極
功
徳
，
至
誠
随
菩
．
何
足
謝
徳
灸
、
称
有
我
所

持
法
衣
、
即
託
工
王
目
開
噺
殿
，
手
捧
紫
袈
裟
一
、
紫
衣
一
、
奉
上
和
上
、
大
悲
〃
故
．
幸
垂
紬
堂
、
是
時
臓
宜
帆
等
各

歎
異
云
・
元
来
ｆ
見
不
聞
如
迭
奇
事
哉
、
此
大
川
所
施
法
衣
、
今
在
山
院
也
、
又
於
賀
赤
川
宮
寺
、
和
上
自
誹
法
華
經
・

謝
報
祁
恩
、
是
時
盟
前
幽
田
河
郡
司
竝
村
邑
刀
禰
等
．
録
珊
鯉
状
、
奉
上
大
師
、
邇
取
固
封
、
告
弟
子
義
反
言
、
自
非
滅

後
．
不
得
披
封
、
奉
教
川
誠
、
滅
後
披
見
．
其
文
云
，
今
月
十
八
廿
未
時
．
紫
雲
光
耀
，
自
鹿
春
峰
起
、
亘
蒼
零
溌
，
覆

誰
法
之
庭
“
忽
見
瑞
相
．
緊
衆
歎
樂
、
郡
解
如
別
、
昔
大
師
蹄
渡
海
時
、
路
次
寄
術
賀
春
山
下
、
夜
夢
梵
价
來
到
、
披
衣

呈
身
而
見
、
左
牛
身
似
人
、
右
牛
身
如
石
，
對
和
上
言
，
我
是
賀
春
、
伏
乞
和
上
幸
沐
大
悲
之
願
海
・
早
救
柔
適
苦
患
、

I
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我
常
爲
求
法
肋
、
愁
夜
守
護
、
党
夜
、
明
日
一
・
見
彼
山
、
右
脇
崩
厳
重
杏
、
無
有
艸
木
、
宛
如
夢
半
身
、
即
便
建
法
華

院
、
渡
法
華
経
、
今
呼
賀
春
艸
嵩
院
是
也
、
開
講
以
後
、
共
山
崩
巌
之
地
、
漸
生
艸
木
、
年
登
滋
茂
、
村
邑
翁
婆
無
不
歎

異
、
叉
託
盲
目
、
海
中
念
雌
時
、
我
必
助
守
護
．
若
欲
知
我
助
、
以
現
尤
爲
跡
、
因
紘
妊
念
難
時
、
有
光
相
助
、
託
宣
有

賀
、
所
求
不
虚
、
乃
大
師
本
願
姑
登
山
朝
、
経
入
滅
夕
、
四
恩
之
外
，
厚
救
紳
道
，
慈
善
根
力
、
堂
川
不
致
故
．
蝿
淋
稚

仁
忠
は
妓
瀝
の
直
接
の
弟
子
で
あ
り
、
彼
の
大
師
行
壯
に
開
す
る
雑
録
は
先
づ
節
一
に
學
け
ら
る
ぺ
を
史
料
で
あ
る
。
上

禍
の
前
午
は
宇
佐
八
雌
に
詣
で
て
川
宮
寺
に
於
て
誠
稚
四
事
と
坐
け
、
後
牛
に
於
て
杏
在
り
帥
簡
寺
で
誠
維
を
な
し
祁
恩
と

謝
し
た
事
を
記
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
何
れ
も
跡
朝
後
山
弘
仁
五
斗
し
春
哩
幽
で
ゐ
ゐ
。
渡
砕
の
願
は
入
店
以
前
仏
爲
さ
る

ぺ
き
は
勿
論
で
あ
る
が
、
右
の
傳
記
に
は
「
臨
渡
海
晦
路
次
寄
術
剛
河
那
賀
赤
山
云
左
」
と
あ
る
の
み
で
詳
記
が
な
い
。
之

と
共
に
軍
覗
さ
る
べ
き
は
綾
日
本
後
紀
の
左
の
一
文
で
あ
る
。

太
宰
府
言
。
管
盟
前
幽
剛
河
郡
杏
春
岑
刺
。
辛
閏
息
長
大
姫
大
目
命
。
忍
什
命
。
翌
比
曄
命
。
惣
迭
三
祗
。
元
来
是
石

山
。
而
上
木
惣
無
。
至
二
延
暦
牛
中
一
・
遥
店
誰
銑
州
岐
液
躬
釧
二
此
山
一
析
云
。
願
総
二
汕
力
一
。
平
得
膨
渡
し
海
．
即
於
二
山

下
一
。
爲
ｙ
紳
迭
レ
寺
誠
経
。
爾
来
草
木
蓋
睡
．
耐
雌
如
ｙ
在
し
毎
し
有
二
水
￥
疾
挫
之
欠
一
。
郡
司
百
艸
就
レ
之
刺
礁
望
必
蒙
二

感
雄
一
。
年
登
人
諦
。
異
二
於
他
郡
一
・
望
亜
一
宮
脈
｜
ｏ
以
孝
票
祠
一
。
許
ｙ
之
』
錨
詞
綱
史

右
の
二
つ
の
史
料
の
物
計
る
香
赤
川
と
簸
澄
山
關
係
は
、
括
迩
往
生
徳
、
元
乎
畔
書
．
水
鏡
等
に
受
け
胴
が
れ
て
僻
へ
ら

れ
て
ゐ
る
が
、
説
話
の
筋
は
同
一
の
趣
き
で
あ
る
か
ら
今
一
た
原
文
の
引
川
は
略
す
る
。

綾
後
紀
の
記
事
で
は
妓
瀝
が
渡
海
の
平
穂
を
祓
っ
た
の
は
延
旛
年
中
と
あ
る
。
延
暦
一
千
三
年
の
避
庶
使
船
は
同
年
七
月

．
日
店
交
通
と
新
羅
祁
の
偏
仰
六
三



同
じ
く
叙
山
大
師
体
に
依
る
と
「
延
牌
此
添
間
十
月
冊
三
日
、
於
大
宰
府
、
竃
門
山
寺
、
爲
川
船
平
逹
、
敬
造
禰
像
藥

師
佛
阿
躯
、
高
六
尺
餘
、
其
名
脱
雌
膿
淨
土
祥
名
稲
圭
、
昨
王
如
来
、
叉
講
説
法
莱
沌
梁
華
脆
金
光
明
大
乘
經
，
各
糞
歎
返
具

如
願
文
」
、
と
あ
り
、
渡
海
の
前
年
妓
祇
は
早
く
も
九
州
の
地
太
宰
府
に
あ
２
Ｌ
、
遮
断
使
船
平
逹
の
爲
、
迭
佛
誠
經
に
力
め

て
ゐ
る
事
ぞ
示
し
て
ゐ
る
。
彼
が
存
作
に
立
寄
っ
た
の
も
こ
の
前
後
で
あ
ら
う
。

最
澄
の
太
宰
府
に
あ
っ
た
常
時
は
未
だ
避
府
使
節
は
在
京
中
で
あ
り
、
延
勝
一
下
三
年
三
月
の
下
旬
迄
大
使
等
に
賜
賎
が

行
は
れ
、
節
刀
が
授
け
ら
れ
て
ゐ
ろ
事
は
日
本
徒
紀
の
左
の
文
に
依
っ
て
明
か
で
あ
る
。

延
勝
二
十
三
年
三
月
庇
子
（
二
卜
五
脚
）
・
是
円
・
召
一
遥
店
大
使
從
川
位
上
藤
噸
籾
庖
高
野
肺
呂
。
副
使
從
五
位
上
石

川
朝
臣
道
益
等
叩
人
一
・
賜
二
賤
殴
上
一
。
近
刊
二
御
床
下
一
。
紬
旨
感
独
。
（
下
略
）

同
月
癸
卯
（
二
卜
八
旦
授
二
大
使
蒋
野
師
禺
節
刀
一
・
銅
詞
袖
史

避
店
川
船
の
難
波
出
船
は
同
書
に
明
記
し
て
な
い
が
、
鯆
一
船
大
使
の
船
に
同
乘
し
て
波
附
し
た
零
海
の
行
雁
に
依
っ
て
推

０
０
０
０
０
Ｃ
Ｏ
０
０
。
。
Ｃ
Ｏ
Ｏ

察
す
る
事
が
州
来
る
。
弘
法
大
師
御
傳
に
迩
文
を
引
い
て
「
延
肝
汁
三
年
巾
叩
五
月
十
二
日
乙
酉
大
師
御
年
川
一
、
入
府
爲

け

初
騨
習
、
天
應
感
歎
赦
勅
渡
海
、
共
年
七
月
六
日
、
發
從
肥
前
剛
掛
汕
郡
解
縄
、
随
入
店
大
使
藤
原
朝
原
変
能
、
同
上
第
一

船
發
赴
密
嶬
餡
辮
酔
樗
と
あ
り
、
又
大
師
御
行
状
集
記
に
も
「
有
害
日
・
避
脈
大
使
越
前
國
大
守
正
三
位
藤
原
朔
匝
賀
能

○
０
０
○
○
０
０
ｏ
ｏ
。
。
○
○
○
○

錐
一
船
同
乘
、
桓
武
天
皇
御
宇
延
暦
二
十
三
年
叩
巾
五
月
十
二
日
己
（
乙
の
誤
り
）
酉
入
店
」
癖
嘩
蒋
と
あ
る
。
右
の
五
月

見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

、
日
脾
奄
通
と
新
羅
抑
の
偏
仰
六
四

六
日
肥
前
田
浦
を
出
帆
し
て
ゐ
る
（
日
本
後
紀
延
暦
一
千
四
年
六
月
八
日
の
條
）
‐
か
ら
、
最
澄
の
祇
願
は
そ
れ
以
前
の
事
と

ﾄ
L

’



－

土
一
日
は
‐
恩
ふ
に
篭
店
使
の
難
波
發
船
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
最
澄
は
、
遥
府
船
の
一
行
に
先
だ
っ
て
、
少

く
と
も
八
ヶ
月
以
前
に
太
宰
府
の
地
を
踏
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

何
故
に
最
溌
が
一
行
に
先
だ
っ
て
九
州
に
下
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
彼
の
藤
原
葛
野
臓
呂
一
行
の
遣
唐
使
は
、
前
年
即
ち

延
暦
一
千
二
年
に
、
既
に
都
を
發
し
途
に
難
破
し
た
山
が
Ⅱ
本
紀
略
に
見
え
て
ゐ
る
。
即
ち
同
書
に
依
れ
ば
，
二
土
一
年
四

月
十
六
日
難
波
雄
頭
を
發
船
し
た
が
、
二
十
一
日
暴
風
に
よ
っ
て
船
が
破
掴
し
渡
航
不
可
能
と
な
り
、
一
行
は
師
京
し
て
節

刀
を
返
還
し
、
翌
年
を
期
し
て
待
機
し
て
ゐ
た
棋
様
で
あ
る
。
難
破
し
た
の
は
難
波
川
發
後
五
六
日
の
事
で
あ
り
そ
の
報
が

京
に
達
し
た
の
は
四
月
一
千
三
Ｈ
で
あ
る
か
ら
、
惟
空
瓢
よ
り
早
馬
で
一
三
Ⅲ
の
行
梶
で
あ
る
事
が
知
れ
る
。
從
っ
て
難
破

簡
所
は
湘
戸
内
海
を
川
た
も
の
で
は
め
る
ま
い
。
最
瀝
は
『
）
の
船
に
同
乗
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
ら
，
辿
難
の
後
九
州
に
下

っ
た
も
の
で
め
ら
う
。
若
し
難
破
の
ま
ｉ
蝋
前
し
海
評
咋
に
到
り
、
宇
佐
に
参
詣
し
太
宰
府
に
向
っ
た
と
す
れ
ば
。
そ
の
途
次

に
川
川
の
香
水
抑
に
寄
っ
た
事
と
な
る
。

扱
妓
澄
と
縁
を
結
ん
だ
香
亦
の
湫
は
Ⅲ
前
脚
岡
川
郡
芥
赤
町
に
あ
り
，
突
兀
た
る
山
容
は
祁
鯉
の
鎭
ろ
所
に
ふ
さ
わ
し

く
、
椛
高
な
山
頂
を
田
川
の
平
野
に
屹
然
と
そ
入
り
立
た
せ
て
ゐ
る
。
そ
の
峰
は
三
分
し
て
南
よ
り
一
ノ
鍬
、
ニ
ノ
鍬
、
三

ノ
獄
と
呼
び
〃
今
の
香
春
叫
祇
は
そ
の
一
ノ
激
山
川
旅
に
鋲
座
し
て
ゐ
る
。
稜
た
た
る
器
什
か
僻
出
し
て
樹
叢
に
乏
し
い
山

肌
で
あ
る
。
こ
と
に
西
牛
部
に
石
次
山
流
の
蒔
川
か
著
し
く
又
削
る
が
如
き
断
雌
を
兄
る
。
と
上
に
最
撞
の
右
半
身
石
の
如
き

渉
想
、
樹
木
繁
生
の
奇
瑞
椰
の
生
れ
る
脚
山
を
な
す
自
然
紫
槻
か
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
僻
む
ら
く
は
、
一
の
蛾
の
南
施
に
近
年

石
次
採
集
の
工
場
が
設
け
ら
れ
、
機
械
工
業
は
容
赦
な
く
山
腹
を
狭
り
取
り
白
い
地
肌
を
曝
し
千
古
の
美
槻
を
弧
す
る
事
進

日
店
交
通
と
新
羅
岬
の
信
仰
六
五

』
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1

こ
の
地
は
古
来
聖
前
の
海
洋
よ
り
太
宰
府
に
通
す
る
路
に
常
っ
て
ゐ
た
。
今
延
喜
式
に
學
げ
ら
れ
た
騨
名
に
依
っ
て
老
へ

る
に
、
門
司
方
面
か
ら
海
岸
に
沿
っ
て
南
下
し
宇
佐
に
到
る
路
は
、
爪
埼
ｌ
到
津
（
小
倉
市
到
津
）
ｉ
刈
田
．
（
京
都
郡
刈
田

町
）
ｌ
築
城
（
築
上
郡
築
城
村
）
ｌ
下
毛
（
下
毛
郡
）
ｌ
宇
佐
の
諸
騨
を
通
過
す
る
。
宇
佐
よ
り
太
宰
府
に
到
る
に
は
、
右

の
諸
僻
を
通
過
し
て
到
津
聯
に
到
り
．
北
海
岸
に
沿
っ
て
西
行
す
る
道
に
よ
り
跡
多
方
面
に
出
る
。
こ
の
門
司
よ
り
博
多
方

面
に
到
る
通
路
は
當
時
の
太
宰
府
大
遁
で
あ
っ
た
．
然
し
こ
の
逝
鰹
宇
佐
方
面
か
ら
は
迂
迦
で
あ
り
、
猶
他
に
捷
路
が
あ

る
。
そ
れ
は
築
城
騨
よ
り
分
れ
て
田
川
（
円
川
郡
）
ｌ
細
別
（
嘉
穂
郡
胱
内
村
細
分
）
ｌ
伏
見
（
嘉
穂
郡
大
分
村
高
田
附

近
）
ｌ
太
宰
府
と
筑
盟
の
山
間
部
の
平
野
を
縫
っ
て
行
く
路
で
あ
る
。
古
書
に
之
を
太
宰
小
路
と
記
し
て
ゐ
る
。
太
宰
府
宇

佐
間
で
最
澄
の
と
っ
た
道
も
、
こ
の
小
路
に
依
っ
た
と
す
れ
ば
、
途
中
の
一
瞬
で
あ
る
田
川
解
附
近
の
香
春
誠
に
参
詣
す
る

の
も
道
順
と
し
て
は
無
理
の
な
い
話
で
あ
る
。
、
川
騨
の
位
世
は
今
日
明
確
に
指
示
す
る
事
が
出
來
な
い
に
し
て
も
、
田
川

郡
内
に
相
異
な
く
、
騨
川
の
間
隔
よ
り
云
へ
ぱ
、
後
の
香
赤
騨
と
ほ
ｒ
同
地
と
見
て
誤
り
な
い
様
で
あ
る
。
猫
一
）
上
に
参
酌

せ
ら
る
べ
き
は
、
太
宰
帥
河
内
王
吻
城
墓
地
が
、
香
春
の
隣
村
鏡
山
に
あ
っ
た
事
で
あ
る
。
萬
葉
集
に
王
の
葬
鰍
の
時
作
ら

れ
た
手
持
女
王
の
歌
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
恩
ふ
に
河
内
王
は
太
宰
府
よ
り
京
に
上
る
途
次
に
蕊
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら

う
。
そ
の
御
墓
の
位
置
よ
り
す
れ
ば
、
太
宰
小
路
に
依
っ
て
ｆ
京
さ
れ
た
哨
の
と
兄
え
る
。

扱
簸
澄
か
所
誓
し
た
と
云
ふ
香
奔
刺
は
、
新
雑
艸
を
祭
っ
た
紅
で
．
審
川
の
列
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
繰
日
本
紀
に
引
か

れ
た
豐
前
剛
風
土
記
逸
文
に
「
田
河
郡
鹿
春
郷
（
中
略
）
昔
者
新
羅
幽
祁
自
渡
到
來
住
二
此
河
原
一
。
便
名
二
鹿
春
祁
一
」
と
あ

７
〕
い
◎

日
府
交
通
と
新
羅
祁
の
偏
仰

Ⅱ
ト
ー
Ｌ
■
ｑ
■
１
１
■
１
Ｆ
■
■
１
４

一
ハ
ー
ハ



り
、
奈
良
時
代
既
に
新
羅
國
祁
渡
来
の
傳
説
信
仰
を
明
記
し
て
ゐ
る
。
延
喜
式
に
は
田
川
郡
辛
國
息
長
大
姫
大
月
命
抑
杜

が
あ
り
、
辛
國
の
名
は
韓
國
と
通
じ
こ
の
香
春
祗
発
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
に
禍
け
た
絨
日
本
紀
承
和
四
年
十
二
月
の
太

宰
府
の
申
請
に
依
れ
ば
、
一
に
香
春
岑
岬
と
云
は
れ
、
又
辛
悶
息
長
大
姫
大
目
命
忽
骨
命
豐
比
拝
命
、
惣
是
三
札
と
云
は
れ

右
の
三
肱
の
う
ち
、
幽
比
曄
命
祁
肚
は
香
春
三
ノ
鍬
の
束
施
に
あ
り
、
探
銅
所
村
に
脇
し
古
宮
八
幡
と
云
ふ
。
他
の
二
ｍ

は
一
ノ
獄
の
南
麓
に
あ
り
同
座
さ
れ
て
ゐ
る
。
但
し
香
春
川
の
蒜
起
偲
，
も
と
三
祗
共
に
探
釧
所
村
の
う
ち
、
阿
曾
隈
な
る

地
に
錘
座
さ
れ
て
ゐ
た
事
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
太
宰
管
内
志
に
引
け
る
霊
園
に
、
「
粧
物
崇
阿
曾
隈
姪
細
雨
、
爾
降
元
明

天
皇
御
宇
和
銅
二
年
奉
勅
諦
新
窩
霊
峠
號
本
新
叩
祗
」
と
あ
り
古
宵
八
幡
の
名
は
即
ち
こ
い
本
宮
の
地
に
鎭
ま
っ
た
盟
比
命

祁
祇
を
指
す
も
の
で
あ
ら
弓
。
此
應
に
三
ノ
鍬
よ
り
一
ノ
漱
南
舷
に
進
座
さ
れ
た
理
山
が
老
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

三
ノ
撤
い
て
注
目
す
べ
き
事
は
、
同
撤
に
銅
発
産
す
る
事
で
あ
る
。
風
土
記
逸
文
に
「
郷
北
有
ｙ
峰
．
頂
有
ｙ
沼
川
三
十
六

歩
、
蛍
暢
樹
生
焉
、
第
二
峰
蛮
誌
什
一
、
第
三
峰
何
一
鮒
並
黄
楊
龍
什
半
一
」
誌
拝
岬
恥
峨
鋤
岬
と
あ
り
、
三
ノ
撤
の
東
麓
な
る

採
釧
川
村
も
こ
の
銅
山
よ
り
川
た
名
稲
で
あ
る
事
は
脈
で
あ
る
。
風
土
記
に
釦
の
存
在
溌
記
し
て
ゐ
る
以
上
，
奈
良
朝
よ
り

そ
の
採
鑛
は
多
少
共
行
は
れ
て
ゐ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
延
蒋
式
に
は
鋳
銭
の
釧
鉛
に
閥
す
る
規
定
が
あ
り
、
主
税
式

に
「
凡
鋳
銭
年
料
釧
鉛
粁
。
術
中
岡
銅
八
百
斤
、
長
門
剛
釦
一
千
五
百
十
六
斤
十
唖
一
分
個
銑
。
鉛
千
五
百
十
六
斤
十
雨
二

分
四
妹
。
聖
前
脚
銅
二
千
五
百
十
六
斤
十
胴
二
分
川
妹
。
鉛
Ｆ
川
百
斤
。
毎
年
操
迭
。
即
以
二
鋳
銭
司
收
文
一
逃
し
荷
。
下
二
所

司
一
令
し
勘
当
會
税
帳
一
。
凡
術
中
歴
間
蠅
前
等
剛
。
操
二
銅
鉛
一
料
稻
。
斤
別
充
二
三
束
九
把
六
分
五
毛
七
厘
」
緬
詞
州
史
と
見

日
再
交
通
と
新
羅
榊
の
偏
仰
六
七

て
ゐ
た
。

、
肌
】
Ｌ
■
Ｂ
ｒ
恥

'
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｜

I企

日
店
交
通
と
新
羅
榊
の
偏
仰
六
八

え
、
平
安
朝
の
鋳
錨
の
順
料
‐
こ
し
て
卿
前
剛
よ
り
釧
及
鉛
が
採
掘
さ
れ
、
宵
に
送
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
蝿
前
は
そ
の
半

数
近
く
を
川
し
て
ゐ
ろ
。
蠅
前
の
剛
は
、
こ
の
探
鋼
所
の
外
に
鋼
、
鉛
の
応
地
か
聞
か
ず
、
こ
の
錨
山
は
今
Ｈ
に
至
る
ま
で

生
命
を
持
ち
綾
け
て
ゐ
る
。
銅
錐
、
鉛
餓
共
の
他
の
蛾
碓
地
と
し
て
古
来
群
禍
方
鍼
山
で
あ
っ
た
。
三
代
憧
鋒
に
依
れ
ば
、

延
喜
よ
り
少
し
く
以
前
元
慶
の
唾
太
宰
府
発
し
て
醐
前
規
矩
（
企
救
）
郡
の
鋼
を
採
ら
し
め
た
事
を
記
し
て
ゐ
る
。
「
（
兀

慶
二
年
三
月
）
五
Ｎ
辛
丑
。
詔
令
下
二
太
半
府
一
探
小
Ｗ
前
脚
規
姉
郡
銅
上
。
充
二
彼
郡
傭
夫
百
人
一
爲
二
探
銅
容
作
兇
一
。
先
潔
清

齋
戒
巾
二
泰
八
幡
大
稚
叩
薩
窟
一
・
」
嶽
銅
綱
史

右
の
規
姉
郡
は
、
今
企
救
郡
と
謀
き
刑
川
郡
の
北
に
隣
れ
ら
郡
で
あ
る
。
探
銅
所
は
今
日
田
川
郡
に
厩
し
て
ゐ
る
が
、
そ

の
北
は
直
ち
に
企
救
郡
に
接
し
て
ゐ
る
。
即
ち
郡
界
に
所
在
し
て
ゐ
る
關
係
か
ら
一
時
は
企
救
郡
に
細
入
さ
れ
た
と
も
老
へ

ら
れ
る
し
、
叉
三
ノ
激
の
麓
に
限
ら
す
、
そ
の
北
方
の
企
救
郡
に
馬
す
る
連
山
に
迄
鍍
床
が
辿
っ
て
そ
れ
が
採
掘
さ
れ
て
ゐ

た
共
考
へ
ら
れ
や
う
。
現
に
企
救
郡
中
谷
付
の
吉
原
釧
山
は
、
香
亦
冊
の
北
約
牛
里
に
あ
り
、
門
川
郡
界
は
近
く
蹄
脈
の
連

鎖
を
思
は
し
め
る
。
何
れ
に
し
て
も
現
在
の
知
見
か
ら
し
て
は
．
呑
祥
識
よ
り
速
く
離
れ
て
盟
珈
國
内
に
銅
餓
の
所
在
し
た

事
は
無
い
様
で
あ
る
。
元
慶
よ
ｈ
数
年
後
、
仁
和
元
年
三
十
日
に
銅
手
二
人
掘
手
一
人
葬
採
銅
使
の
許
に
泄
し
た
事
が
同
じ

く
三
代
實
録
に
見
え
る
が
、
凹
前
剛
民
未
だ
共
術
浄
智
は
ず
と
註
記
す
ろ
は
如
何
か
と
恩
は
れ
る
。
．
兎
も
角
平
安
時
代
に
盟

前
の
鋼
が
盛
ん
に
採
掘
さ
れ
て
ゐ
た
事
は
事
資
で
、
そ
の
康
地
は
香
春
三
の
鍬
附
近
で
あ
る
事
は
否
め
な
い
で
あ
ら
う
。

猫
と
の
三
の
嶽
の
銅
鍍
は
宇
佐
八
幡
の
祁
鈍
等
の
鋳
辿
原
料
と
も
な
っ
た
事
が
あ
る
。
即
ち
翌
前
志
に
次
の
如
き
説
明
が

あ
る
。



次
に
老
ふ
べ
き
は
、
奈
良
時
代
の
我
國
の
探
砿
に
蹄
化
人
心
力
が
與
っ
て
ゐ
ゐ
事
で
あ
る
。
有
名
な
束
大
寺
の
大
佛
鋳
造

の
際
、
陸
奥
の
閏
守
百
濟
敬
耐
蛍
金
を
献
じ
て
鍍
金
か
行
は
れ
て
ゐ
る
。
百
濟
敬
胴
が
蹄
化
人
で
あ
る
爲
に
、
こ
の
此
余
り

發
見
献
上
に
は
詐
謀
が
行
は
れ
た
と
疑
ふ
向
も
あ
り
、
即
ち
半
島
方
面
か
ら
輸
入
し
た
も
り
存
陸
奥
剛
發
見
と
詐
つ
た
も
の

と
疑
は
れ
て
ゐ
る
。
似
令
そ
札
が
詐
略
で
な
く
、
陸
奥
産
金
か
覗
斑
ｃ
め
っ
た
と
し
て
も
、
肺
化
人
で
あ
る
人
物
に
依
っ
て

行
は
れ
て
ゐ
る
所
に
注
同
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
半
島
系
の
者
で
あ
る
理
由
に
依
っ
て
、
金
鑛
の
發
兄
も
亦
可
能
と
な
る
で
あ
ら

う
。
又
彼
の
和
銅
改
元
し
間
を
な
し
た
銅
は
、
慶
睾
五
年
脈
剛
揮
武
瓶
剛
秩
父
郡
よ
り
献
ぜ
ら
れ
た
も
の
Ｇ
あ
っ
た
。
武
藏

団
は
、
奈
良
時
代
多
く
の
新
雑
人
の
肺
化
し
た
者
陸
脱
住
せ
し
め
た
事
か
岻
些
あ
り
、
和
釧
以
前
に
も
持
統
犬
皇
山
牛
に
新

羅
蹄
化
人
十
二
人
発
武
藏
剛
に
置
く
と
書
紀
に
見
え
て
ゐ
る
。
比
較
的
文
化
の
遜
れ
て
ゐ
た
東
幽
に
、
そ
れ
等
の
肺
化
人
が

日
唐
交
通
と
新
羅
抑
の
信
仰
六
九

「
桁
，
往
昔
、
宇
佐
宮
に
勅
使
御
参
向
の
時
此
庭
に
て
御
鏡
を
製
造
し
、
そ
恥
を
御
調
進
あ
り
し
由
に
て
勺
此
の
村
な
る

長
光
家
の
古
文
書
に
云
ふ
。
宇
佐
放
生
愈
行
幸
會
之
二
大
會
毎
γ
被
二
途
行
一
、
古
從
二
朝
廷
一
遥
二
勅
使
一
、
勅
使
着
二
子
今
居
雄
一
、

御
‐
二
逼
‐
留
子
草
場
村
之
在
臓
一
・
率
二
宮
八
一
至
二
採
銅
川
一
而
金
銅
奉
レ
鋳
之
俄
被
二
供
奉
一
、
云
交
」

と
あ
り
、
次
に
「
御
正
僻
金
銅
次
弗
」
と
題
し
て
川
雌
工
作
場
等
の
建
物
か
｜
梁
げ
．
そ
れ
等
に
要
す
る
材
料
鋳
金
の
次
第
を

記
し
て
ゐ
る
。
但
し
本
記
に
引
附
せ
る
文
に
紀
年
の
峡
げ
た
る
は
僻
し
む
べ
き
事
で
あ
る
。

扱
三
の
撤
東
麓
の
古
宮
の
地
は
、
狭
い
谷
間
で
一
國
の
大
砒
の
所
在
地
と
し
て
は
不
適
芯
で
あ
っ
た
。
新
宮
吻
一
の
鍬
南

嶽
は
南
方
に
鮒
け
た
平
野
か
ら
遠
く
望
み
見
ら
れ
、
又
那
術
．
宙
騨
に
近
く
、
地
勢
．
変
通
か
ら
も
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
こ
の

地
に
遷
座
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

1
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日
唐
交
通
と
新
羅
榊
の
信
仰
七
○

開
拓
し
た
産
業
共
の
他
の
文
化
に
對
す
る
貢
献
は
決
し
て
少
く
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
新
鍼
山
も
彼
等
の
居
住
が
發
見
採
掘

に
役
立
っ
た
事
と
考
へ
得
ら
れ
る
。
恰
も
銅
の
添
地
で
あ
る
評
在
撒
（
三
の
激
）
の
雌
に
新
羅
川
上
｜
鱒
ふ
る
芥
赤
川
の
鋲
座

が
あ
る
事
も
、
採
掘
に
從
塞
し
て
ゐ
た
蹄
化
人
と
何
等
か
の
關
係
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
曲
來
蠅
前
地
方
は

鮎
化
人
に
開
係
の
深
い
土
地
Ｇ
あ
っ
た
。

塑
前
に
於
け
る
芥
赤
し
川
！
』
共
に
群
艸
と
し
一
‐
注
川
さ
れ
ゐ
も
の
に
、
凹
後
〆
凶
吸
郡
）
の
姫
砧
の
比
変
諦
竹
川
が
あ
る
。

同
耽
は
古
く
乖
仁
紀
に
そ
の
記
事
が
兇
え
、
新
羅
川
が
遊
女
の
姿
と
な
っ
て
海
を
渡
り
日
本
の
閲
に
入
り
、
靴
波
ル
蜘
後
の

岡
前
郡
の
二
ケ
所
に
之
が
祭
ら
れ
た
と
あ
る
。

叉
幽
前
剛
の
大
我
二
年
の
戸
籍
帳
礎
捕
（
正
倉
院
文
書
）
を
見
る
と
、
鮎
化
人
開
係
の
姓
の
多
い
事
に
氣
付
く
。
こ
の
戸

籍
は
上
三
毛
郡
（
今
築
上
郡
）
塔
里
（
今
府
原
村
あ
り
）
同
郡
加
目
久
也
里
（
不
明
）
仲
沌
郡
（
今
の
京
都
郡
内
）
丁
里
（
現

地
不
明
）
の
三
つ
の
里
で
聖
前
の
東
南
沿
海
地
方
で
あ
る
。

右
の
戸
籍
帳
で
各
人
の
姓
を
見
る
，
こ
、
秦
部
及
び
何
勝
と
呼
ぶ
者
が
殆
ん
ど
全
部
で
あ
る
。
今
明
記
あ
る
姓
ぞ
教
へ
て
見

る
と
左
表
の
如
き
も
の
と
な
る
。
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秦
部
が
蹄
化
人
の
部
名
で
あ
る
事
墜
写
杢
迄
も
な
い
。
叉
勝
は
古
く
村
主
と
通
じ
て
川
ひ
ら
れ
、
多
く
羊
蝿
よ
り
移
住
し

た
考
の
稲
し
た
姓
で
あ
っ
た
。
新
撰
姓
氏
鋒
恭
別
の
項
に
同
姓
の
由
来
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。

以
上
は
豐
前
國
の
戸
籍
帳
の
一
部
、
礎
妖
に
依
っ
て
一
般
幸
推
し
た
の
で
あ
る
が
、
猫
萬
葉
集
（
巻
三
）
に
盟
前
閲
の
人

鞍
作
村
主
益
人
な
る
者
の
歌
が
あ
り
、
絨
日
本
紀
（
抑
謹
量
雲
七
年
十
二
月
庚
戊
の
條
）
に
豊
別
閏
京
都
郡
の
人
梼
勝
愛
比

の
名
が
見
え
る
所
か
ら
す
れ
ば
．
村
主
．
勝
等
の
姓
も
戸
籍
帳
以
外
の
郡
で
も
國
中
に
少
く
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
以
上
歸

化
系
の
↓
雨
姓
が
、
全
数
の
九
割
以
上
を
占
め
て
ゐ
る
事
は
特
に
注
目
せ
ら
る
べ
き
現
象
で
あ
る
。
但
し
そ
の
姓
を
稲
す
る
者

凡
て
が
歸
化
人
或
は
そ
の
子
孫
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
姓
の
性
衝
と
し
て
、
發
生
當
初
よ
り
普
邊
化
さ
れ
る
道
程
に
於
て
、

純
川
本
人
の
農
比
が
そ
の
姓
淀
稲
す
る
事
も
勿
論
あ
り
得
た
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
姓
を
稲
す
る
に
は
矢
張
り
肺
化
人
と
何
等

か
の
特
殊
な
關
係
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

更
に
か
上
る
人
的
讐
素
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
娘
形
迩
物
の
例
を
躯
げ
る
な
ら
ば
、
奈
良
時
代
盟
前
地
方
で
製
作
さ
れ
た
新

羅
様
式
の
古
瓦
が
あ
る
。
こ
の
種
の
瓦
常
紋
は
、
頤
面
の
紋
様
を
有
す
る
全
く
新
羅
古
瓦
の
特
色
と
云
ふ
く
き
物
で
、
左
の

如
き
三
つ
の
遥
賊
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

凹
前
閲
築
上
郡
南
吉
箭
村
垂
水
腔
寺

聖
前
幽
田
川
郡
伊
田
町
天
蕊
寺
阯

日
唐
交
通
と
新
羅
榊
の
偏
仰
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扱
香
春
榊
は
風
土
記
に
見
え
る
古
耐
で
あ
る
が
、
簸
瞭
の
時
代
に
は
さ
ま
で
薪
名
な
刷
就
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
、
彼
の

綾
日
本
後
紀
に
見
え
る
所
で
は
、
最
滝
入
店
の
年
よ
り
三
土
二
年
後
の
承
和
四
年
十
二
月
に
初
め
て
官
耐
の
列
に
加
へ
ら
れ

た
。
そ
れ
も
最
澄
に
示
さ
れ
た
奇
瑞
の
由
緒
に
依
っ
て
ｒ
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
十
八
年
か
經
て
、
貞
槻
七
年
二
月
二
十
七
日

に
は
從
五
位
上
よ
り
從
凹
位
上
に
叙
せ
ら
れ
て
ゐ
ろ
（
三
代
憧
錐
）
。
初
め
最
瀝
に
よ
っ
て
山
上
に
一
院
が
建
て
ら
れ
た
事
は

香
春
の
祁
宮
寺
が
天
台
宗
と
な
る
契
機
を
作
っ
た
。
天
台
延
濟
寺
の
發
展
し
た
勢
力
は
、
香
春
に
於
て
も
祁
寓
寺
が
祁
加
の

方
迄
進
止
す
る
様
に
な
っ
た
。
太
宰
管
内
志
に
引
く
所
の
一
書
に
よ
れ
ば
、
後
冷
泉
院
の
御
宇
天
台
座
主
西
明
房
の
時
、
始

め
て
迭
誉
遷
宮
儀
式
が
置
か
れ
て
ゐ
る
。
叉
叡
山
に
倣
っ
て
香
春
一
の
鍬
の
頂
に
は
山
王
祗
が
設
け
ら
れ
、
比
叡
座
主
大
山

咋
祁
が
祀
ら
れ
た
。
香
春
脈
の
天
台
化
は
最
澄
以
來
の
縁
故
に
依
っ
て
、
平
安
朝
に
著
し
く
現
れ
て
ゐ
る
。

日
唐
交
通
と
新
羅
祁
の
信
仰
七
二

筑
前
國
嘉
穂
郡
大
分
村
塔
床
應
寺
。

以
上
三
つ
の
地
は
何
れ
も
先
に
述
べ
た
宇
佐
よ
り
太
宰
府
に
至
る
官
道
太
宰
小
路
に
獄
っ
て
ゐ
る
。
殊
に
田
川
郡
★
蕊
寺

阯
は
芥
赤
川
の
利
宮
寺
と
徳
へ
ら
れ
、
叉
般
瀝
が
渡
海
奉
恩
の
爲
に
新
に
建
立
し
た
一
院
が
こ
れ
と
も
鱒
へ
て
ゐ
る
が
、

緬
睡
軸
）
そ
の
迩
礎
古
瓦
様
式
等
か
ら
見
て
、
最
澄
の
甑
よ
り
以
前
か
ら
あ
っ
た
香
赤
川
の
帥
宮
寺
で
は
な
い
か
と
恩
侮
れ

る
。
叉
最
後
の
大
分
朧
寺
は
宇
佐
別
窩
の
大
分
八
幡
の
祁
桝
寺
で
あ
る
。

以
上
盟
前
に
於
け
る
香
赤
川
の
存
在
を
よ
り
よ
く
了
解
す
る
爲
に
、
こ
の
地
方
に
於
け
る
肺
化
人
の
居
住
淀
推
測
し
、
或

は
半
島
の
色
彩
の
濃
厚
な
遺
物
の
川
土
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
。
即
ち
新
羅
川
の
川
現
に
對
す
る
文
化
背
景
を
肌
め
た
蔵
り

で
あ
る
。
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卜

博

識

大

師

に

よ

っ

て

叡

山

に

雁

め

ら

れ

た

天

台

の

法

系

を

大

師

の

殿

後

一

堂

繼

い

だ

の

は

、

直

門

の

慈

攝

大

師

凹

仁

で

あ

っ

た
、
彼
も
叉
承
和
五
年
の
澁
肝
便
船
に
從
っ
て
入
煙
し
た
の
で
あ
る
。
肌
仁
自
身
の
入
店
記
行
は
「
入
店
求
法
巡
澱
行
記
」

と
呼
ば
れ
、
族
行
中
の
見
聞
を
細
大
と
な
く
筆
録
し
て
ゐ
る
。
我
が
入
店
史
料
中
妓
も
珍
重
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

承
和
年
度
の
潰
唐
大
使
は
藤
原
常
胴
で
、
承
和
元
年
に
そ
の
任
命
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
三
年
と
四
年
再
度
川
船
し
た
が

何
れ
開
暴
風
に
辿
っ
て
引
返
し
、
五
年
漸
く
渡
海
に
成
功
し
た
。
回
珍
は
在
店
瀧
九
年
に
し
て
承
和
十
四
年
歸
朝
し
た
の
で

あ
る
が
、
彼
の
硬
後
通
志
に
韮
い
て
弟
干
等
が
延
勝
寺
（
坂
本
）
に
赤
山
神
を
勅
講
し
た
。
赤
山
は
川
東
登
州
の
海
岸
に
あ

り
、
開
成
四
年
（
我
が
承
和
六
年
）
一
旦
肺
國
の
途
に
あ
っ
た
岡
珍
が
、
航
海
中
風
波
の
難
に
苦
し
み
、
漸
く
に
し
て
辿
り

つ
い
た
新
羅
人
の
祁
院
の
あ
っ
た
所
で
あ
る
。
赤
山
祁
の
奉
祀
に
就
い
て
は
、
天
度
二
年
の
奥
書
き
あ
る
慈
蝿
大
師
仰
が
錐

一
に
梁
け
ら
る
ぺ
き
古
い
費
料
で
あ
る
。

「
大
師
行
蹄
海
州
、
刺
史
配
住
本
朝
鋪
二
舶
．
舶
乃
解
繩
蹄
國
、
‐
五
六
円
後
逆
風
卒
起
叉
著
蚕
州
界
、
大
師
猫
爲
途
宿

念
、
叉
有
意
欲
留
、
仙
知
弟
子
等
有
師
郷
之
懐
、
和
語
日
爾
曹
去
鼎
任
意
而
己
、
弟
子
等
日
、
死
生
随
師
何
有
離
去
、
大

師
喜
之
、
下
舶
登
常
州
赤
山
法
華
院
逢
過
多
月
、
明
年
春
大
師
所
願
、
海
會
諸
尊
、
営
庭
山
祁
、
必
施
宴
助
、
命
途
本

日
唐
交
通
と
新
羅
榊
の
偏
仰

仁
壽
二
年
四
月
十
三
日
（
稚
祀
岬
埜
）

右
の
牒
文
の
香
美
は
、
盟
前
に
香
美
と
云
へ
る
川
肚
が
な
い
か
ら
、

二
、
圓
仁
と
赤
山
榊

１
－
Ｆ

Ｏ
香
春
の
誤
り
で
あ
る
。

’七
四
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’ 以
建
立
件
院
、
弟
子
雌
不
挑
鹿
努
難
逃
煩
悩
、
而
念
槻
之
心
恒
赤
叡
岳
、
今
総
此
事
有
感
於
懐
．
故
施
件
年
給
、
抑
補
綴

閥
乏
、
伏
頤
彼
弟
子
諸
擬
聖
衆
、
不
雄
集
岳
之
座
、
以
添
布
地
之
金
、
輔
坤
糖

慈
兇
大
師
陣
は
、
大
師
の
諸
傅
記
中
最
も
著
作
年
代
古
く
、
硴
瀝
性
に
宙
む
も
の
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
き
に
依
れ
ば
．
初

め
寛
平
入
道
親
王
が
起
車
さ
れ
た
が
未
だ
筆
制
了
ら
ざ
る
に
蕊
夫
さ
れ
た
の
で
、
典
子
源
英
明
朝
臣
が
通
志
ぞ
胴
い
で
完
成

し
た
も
の
と
云
鼻
。
奥
書
き
年
記
天
慶
二
年
は
大
師
の
設
後
七
十
五
年
で
あ
る
。
寛
平
親
王
の
寂
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
十

六
才
に
し
て
延
喜
三
年
受
戒
せ
ら
れ
て
、
法
名
を
反
寂
と
巾
さ
れ
る
（
日
本
高
价
傅
）
。
さ
れ
ば
親
王
の
生
年
は
、
大
師
示
寂

の
後
一
千
四
年
で
あ
る
。
大
師
傅
の
物
語
る
所
は
、
承
和
六
年
登
州
赤
山
の
法
華
院
で
そ
の
冬
を
透
り
、
明
け
て
七
年
の
春

常
所
の
山
祁
の
冗
莇
に
依
っ
て
本
願
ぞ
遂
げ
ん
事
か
所
り
、
奔
願
成
就
す
れ
ば
肺
國
の
後
に
祁
院
尋
建
て
ん
秤
つ
た
の
で
あ

日
唐
交
通
と
新
羅
利
の
偏
仰
七
五

願
、
若
邇
蹄
本
閲
．
常
建
立
祁
院
、
弘
傳
法
門
、
餐
益
山
祁
、
此
山
盛
傳
禰
法
、
故
發
此
願
（
中
瞳
六
年
（
貞
槻
）
正
月

十
三
日
・
召
諸
弟
子
遺
戒
日
串
鵬
）
我
昔
入
唐
求
法
之
日
有
爲
天
衆
祁
祇
書
嘉
舎
光
明
經
千
部
、
叉
爲
赤
山
祁
、
迭
祁
院

之
願
、
是
爲
令
求
法
之
事
無
有
障
凝
也
、
若
篇
彼
經
者
、
可
安
置
文
殊
櫻
、
唯
至
禰
院
、
庶
道
心
同
志
者
．
途
此
宿
願
、

（
中
略
）
仁
和
四
年
、
建
立
大
師
本
願
櫛
院
、
是
南
大
納
言
山
莊
也
、
在
延
暦
寺
西
坂
下
、
大
衆
合
力
、
以
銭
二
百
貫
買

得
、
寛
平
二
年
大
政
大
臣
越
前
公
施
入
年
給
一
分
一
人
、
其
欣
云
、
爲
支
天
台
教
主
慈
攝
大
師
本
願
奉
施
入
如
件
、
博

聞
、
大
師
昔
者
踊
茄
波
求
象
教
．
即
在
西
店
、
發
欲
建
祁
院
之
願
、
愛
蹄
本
朝
未
及
始
宮
、
是
生
早
誰
、
他
界
之
縁
忽
興

廻
記
諸
弟
子
、
以
必
途
彼
願
、
弟
子
等
銘
首
刻
心
，
一
日
然
而
居
不
川
谷
、
衆
石
途
無
作
貯
之
謀
、
服
繩
禦
風
，
燕
雑

亦
、
非
待
慨
之
物
、
所
以
力
不
随
志
、
思
以
至
今
‐
近
君
愉
聞
、
浦
山
之
衆
各
易
三
衣
沽
一
鉢
、
欲
買
故
市
亜
相
北
之
宅
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日
庶
交
通
と
新
羅
抑
の
傭
仰
七
六

る
。
然
る
に
肺
國
後
未
だ
建
立
の
率
に
及
ば
か
、
貞
槻
六
年
大
師
盤
す
る
に
際
し
て
、
弟
子
〃
遺
戒
し
て
そ
の
志
か
透
け
ん

と
し
た
。
弟
子
等
は
た
師
碓
後
二
十
川
年
卒
経
て
・
仁
和
凹
年
延
牌
寺
の
西
坂
下
な
る
南
大
納
言
仇
山
莊
を
大
衆
合
力
し
て

二
百
画
を
以
一
｜
買
得
し
、
新
に
祁
院
を
設
け
初
め
て
逝
志
キ
ー
遂
げ
る
事
が
川
来
た
，
赤
山
祇
院
四
創
立
は
右
の
如
く
、
大
師

体
弗
一
の
撰
考
寛
半
親
王
の
川
生
の
年
で
あ
り
、
同
体
に
引
く
寛
千
二
年
の
ｋ
政
北
価
状
に
よ
っ
て
老
ふ
る
も
事
疵
に
州
異

な
い
。
価
し
側
仁
の
本
願
遺
戒
の
内
容
に
就
い
て
は
、
猫
大
師
自
身
の
兼
錐
に
毒
州
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
入
附
巡
州
行

記
葬
見
れ
ば
赤
山
山
院
滞
在
前
後
の
大
師
の
行
雌
か
判
然
と
す
る
。
し
ば
ら
く
同
記
に
依
っ
て
老
ふ
る
に
、
側
仁
は
天
姦
山

に
入
ら
ん
と
し
て
刺
許
を
得
ず
、
止
む
な
く
避
店
使
蹄
朝
の
船
に
便
乗
し
て
海
州
よ
り
北
に
向
ふ
途
中
海
難
に
池
ひ
苦
し
ん

だ
。
開
成
四
年
五
月
三
Ⅱ
、
登
州
乳
山
海
”
に
至
伽
翌
日
港
剛
よ
り
四
五
里
許
り
西
南
篭
海
村
東
浦
桑
島
の
北
逢
に
至
っ
て

繩
を
下
し
た
。
翌
日
は
端
午
山
節
句
で
、
上
陸
し
久
方
恢
り
に
沐
浴
し
旅
塵
を
落
し
た
。
然
し
こ
の
頃
よ
り
天
候
次
鋪
に
悪

し
く
、
次
の
如
く
連
日
荒
天
、
又
嵐
靜
表
れ
ば
風
止
主
り
、
信
風
を
得
ず
，
認
Ｈ
三
日
に
至
る
ま
で
川
船
川
來
な
か
っ
た
。

五
月
十
五
日
雲
雨
鞘
切
。
十
六
日
暗
犬
。
十
七
Ｈ
十
八
日
風
不
定
．
〃
十
九
Ｈ
夜
電
鴫
洪
附
大
瓜
・
ニ
ト
日
夜
に
入
り
術
雨

更
に
甚
し
。
二
十
一
日
西
風
に
油
を
川
で
し
Ａ
風
止
み
て
師
ら
。
ニ
ト
ニ
円
経
日
暗
雨
。
二
十
三
日
夜
に
入
り
風
噸
切
な

り
。
二
十
四
日
雨
氣
未
だ
崎
れ
ず
。
二
十
五
日
早
朝
解
繩
風
止
み
て
發
逃
す
る
を
得
ず
。
二
十
六
日
雲
蹄
晤
・
夜
に
入

り
雷
鳴
電
光
謹
し
く
大
雨
‐
船
振
漂
す
。
二
十
七
日
暁
船
に
藩
雷
Ｊ
二
卜
八
日
雲
霧
暗
く
雨
降
る
。
三
十
日
天
啼
Ｊ
先
日

よ
り
下
船
村
に
止
宿
せ
ん
と
請
鮮
〈
も
、
向
人
許
さ
ず
、
本
日
叉
も
諸
ひ
許
さ
れ
ず
。
六
月
一
日
天
微
晴
。
二
Ⅲ
天
晴
無
風

川
船
し
難
し
。
三
日
微
風
吹
或
は
止
む
。
弧
い
て
船
を
川
し
溌
石
に
乗
り
上
げ
、
船
底
を
破
ら
ん
と
す
。
棹
を
指
し
汀
に
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下
り
て
曳
き
、
術
／
、
離
れ
海
中
に
停
泊
．
夕
刻
大
風
豪
雨
宙
鴫
徳
だ
し
。
川
Ⅱ
早
朝
進
行
暫
く
し
て
風
止
む
。
五
円
涯
明

進
行
。
午
後
赤
川
西
邊
に
至
る
、
逆
風
俄
か
に
吹
き
北
方
に
宙
鴫
あ
ｈ
・

六
日
風
掘
く
波
高
し
ｃ
七
日
、
赤
山
の
東
逢
に
至
る
。

右
の
如
く
し
て
乳
山
港
よ
り
赤
山
に
至
ゐ
繩
か
の
服
離
を
、
三
十
日
齢
を
澱
し
て
漸
く
逹
し
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

淵
足
に
航
海
出
来
た
日
は
一
日
も
な
か
っ
た
。
荒
天
縦
き
の
う
ち
に
簸
も
渋
だ
し
か
つ
た
の
は
、
五
吋
一
千
六
七
日
の
笛
を

作
っ
た
暴
風
雨
で
あ
っ
た
。
雄
子
（
梢
）
は
途
Ｅ
一
王
餘
ｈ
折
れ
て
了
っ
た
。
そ
の
破
叶
瀞
船
首
に
集
め
・
幣
冊
尭
以
て
祀

り
、
本
図
に
歸
り
得
ば
川
肺
を
建
て
永
く
祭
祀
に
充
て
ん
上
群
つ
た
。
占
部
氏
が
蝿
叩
ぞ
焼
い
て
占
ふ
と
、
去
る
五
月
一
子

’
二
日
に
死
残
し
た
卜
部
諸
公
孝
葬
っ
た
所
が
常
鹿
の
祁
前
で
、
其
艸
の
収
に
よ
っ
て
こ
の
災
澗
尋
招
い
た
も
の
と
云
ふ
。
そ

こ
で
當
脆
の
土
地
艸
才
雁
上
に
奉
祀
し
た
の
で
、
師
幽
後
建
て
る
伽
肺
は
勿
論
糟
所
の
神
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
こ

り
た
一
同
は
、
六
剛
五
日
赤
山
の
西
邊
に
至
り
、
宙
鴫
を
附
く
や
船
上
に
朧
朧
艸
辛
祀
り
術
に
船
中
に
奉
祀
し
て
ゐ
る
住
吉

祁
川
に
嘘
り
、
叉
八
幡
太
紳
、
海
龍
王
等
に
斬
秤
彬
搾
け
、
譜
州
の
諦
山
腸
紳
に
秤
願
す
る
所
が
あ
っ
た
。
記
行
の
文
に
即

し
て
按
ず
れ
ば
岡
仁
の
帥
醐
倭
祭
ら
ん
と
し
た
赤
山
祁
も
、
山
東
海
難
の
場
所
と
し
て
の
地
・
王
紳
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
へ

ら
れ
る
。
人
災
柵
に
辿
ひ
抑
佛
に
斬
り
を
そ
の
災
免
れ
た
場
合
に
、
報
恩
の
露
に
何
物
か
を
捧
げ
る
事
を
秤
ふ
事
は
、
古
今

冷
流
ぜ
ず
人
崎
の
常
と
す
る
所
で
あ
る
。
得
四
時
支
那
渡
航
中
に
海
難
に
池
ふ
事
岻
堂
で
あ
り
、
耐
願
奔
約
し
て
後
胴
浄
賛
行

す
る
事
も
常
然
で
あ
る
。
巡
州
行
記
開
成
川
年
（
承
和
六
年
）
三
月
三
日
の
條
に
，
昨
年
大
使
舳
漂
波
の
時
願
尭
發
し
て
妙

見
弦
、
朧
十
躯
薬
師
佛
一
躯
柵
枇
晉
菩
薩
一
躯
浄
湖
か
ん
と
し
た
が
、
族
中
苅
事
繋
は
ホ
未
だ
順
を
途
け
な
い
篤
、
此
の
日
附

脚
晦
交
通
と
新
羅
川
の
備
仰
七
七

｜

’
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は
其
の
例
で
あ
る
。
行
記
の
文
に
よ
れ
ば
乳
山
沌
に
於
て
船
中
に
常
唯
の
祁
を
祭
り
、
師
幽
の
後
祁
祗
を
建
て
ｉ
永
く
祭
祀

に
充
て
ん
と
云
ひ
、
又
赤
山
逢
で
は
登
州
の
諸
山
諸
蝿
ゆ
川
を
船
中
で
祀
り
、
各
溌
誓
願
す
る
所
が
あ
っ
た
と
云
ふ
。
凹
仁

の
蹄
幽
後
禰
院
の
建
立
に
は
、
登
州
諸
山
諦
品
祁
を
代
表
し
一
Ｌ
の
赤
山
洲
の
意
味
が
あ
り
、
右
の
如
き
零
噸
の
内
意
が
含
ま

れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
そ
の
榊
が
蚕
州
の
他
の
地
主
川
で
な
く
、
赤
山
の
山
祁
で
あ
る
鮎
に
そ
の
理
由
が
老
へ
ら

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
赤
山
は
、
回
仁
に
と
っ
て
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
総
故
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
赤
山
．
詳
し
く
云
へ
ぱ

春
卵
か
春
礁
清
寧
郷
赤
山
村
は
、
山
束
牛
島
の
東
南
角
今
の
石
城
湾
に
あ
り
、
朝
鮮
牛
島
と
の
間
で
最
も
近
い
所
で
、
京
畿

遁
の
嚇
角
と
相
對
し
て
ゐ
る
。
從
っ
て
古
來
新
羅
と
の
海
上
交
通
の
要
衝
に
當
り
、
新
羅
よ
り
渡
航
す
る
船
舶
の
先
づ
鋪
一

に
寄
航
す
る
港
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
此
鹿
に
新
羅
人
に
依
っ
て
建
て
ら
れ
た
赤
山
法
華
院
と
呼
ば
れ
る
一
院
が
あ
り
、
新
羅

人
に
よ
っ
て
佛
寺
の
一
切
の
行
事
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
回
仁
は
承
和
六
年
赤
山
に
至
り
、
船
よ
り
下
り
て
法
華
院
に
止
宿
し

た
が
、
十
六
日
乘
船
し
や
う
と
山
院
よ
り
下
る
に
船
は
既
に
昨
日
出
帆
し
た
由
を
村
人
に
聞
き
、
こ
上
に
從
僧
二
人
行
者
一

人
と
共
に
取
り
鍵
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
然
し
こ
れ
は
凹
仁
が
天
台
に
入
る
事
を
得
ず
、
求
法
の
目
的
を
未
だ
逹
し
な
か
つ

日
唐
交
通
と
新
羅
御
の
信
仰
七
八

元
寺
に
於
て
千
燈
を
鮎
じ
，
妙
見
菩
薩
川
天
王
ぞ
供
養
し
、
肺
凶
の
暁
に
必
ず
右
の
諸
佛
の
諦
像
を
描
か
ん
事
を
遮
れ
て
秤

っ
て
ゐ
る
事
が
見
え
る
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

回
仁
の
場
合
．
所
願
の
内
容
は
、
特
他
心
災
悪
除
挑
．
即
ち
海
上
風
波
山
雌
を
避
け
ん
爲
の
所
り
で
あ
っ
た
。
不
案
内
の

土
地
を
旅
行
し
て
ゐ
る
川
に
遡
ふ
災
祁
の
原
凹
は
、
其
土
地
川
の
蝶
り
と
老
へ
、
其
の
土
地
刺
を
祀
っ
て
収
り
溌
和
ら
け
帆

を
避
け
る
事
も
城
も
自
然
の
傾
向
で
あ
る
。
凹
仁
一
行
の
乳
山
港
頭
、
赤
山
西
避
の
班
雌
に
際
し
て
、
土
地
刺
を
祭
っ
た
の

Ｉ



｜
｢

元
來
赤
山
の
法
推
院
は
一
猪
新
雑
院
と
呼
ば
れ
、
新
羅
人
張
讃
尚
に
依
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
張
喪
高
の
事

歴
は
半
品
し
史
締
に
あ
っ
て
は
三
剛
史
記
（
張
・
耐
砂
と
な
す
）
三
剛
逝
罪
（
張
弓
巴
と
作
る
）
に
そ
の
仲
あ
り
、
支
那
史
で

は
新
店
書
刎
似
（
張
味
半
と
書
く
）
に
見
え
、
又
荻
が
被
日
本
後
紀
に
も
彼
山
祈
勤
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
彼
が
支
那
と
日
本

の
間
に
あ
っ
て
通
商
し
椛
利
を
掌
握
し
、
寅
易
心
互
利
と
占
め
て
ゐ
た
趣
が
こ
れ
等
の
史
料
に
依
っ
て
覗
は
れ
る
。
店
に
あ

っ
て
は
徐
州
で
軍
中
少
將
と
な
り
、
蹄
閏
し
て
は
浦
海
鋲
大
使
と
な
り
、
そ
の
政
淌
剛
勢
力
は
遂
に
新
維
王
位
争
ひ
に
迄
も

關
係
し
、
柊
に
敗
死
す
る
に
至
っ
た
。
時
に
新
雑
文
聖
王
の
三
年
我
が
承
和
八
年
に
當
れ
ぱ
、
回
仁
の
赤
山
院
に
止
ま
っ
た

頃
は
未
だ
清
海
に
あ
っ
て
威
を
振
っ
て
ゐ
た
時
代
で
あ
る
。
新
羅
院
は
張
氏
の
持
つ
庄
田
よ
り
得
る
一
年
五
百
石
の
米
に
依

っ
て
、
永
年
冬
夏
講
説
し
て
ゐ
た
。
當
時
新
維
通
事
張
詠
及
び
林
大
使
王
訓
等
が
専
ら
勾
當
し
て
ゐ
た
。
右
の
う
ち
張
詠
は

天
長
元
年
日
本
に
行
っ
た
事
が
あ
り
、
側
仁
が
五
台
山
巡
雌
の
許
可
を
符
ら
に
際
し
公
雛
心
發
行
に
誰
力
し
、
後
凹
仁
が
目

的
を
達
し
て
長
安
よ
り
登
州
に
肺
つ
た
時
に
は
詠
又
登
州
の
要
職
に
あ
り
、
厚
な
至
ら
ざ
る
な
き
保
誰
を
加
へ
て
ゐ
る
。
凹

仁
の
院
に
至
っ
た
頃
、
新
に
即
位
し
た
新
雑
王
を
慰
川
す
る
店
心
使
が
立
寄
っ
て
ゐ
る
。
以
て
店
雑
交
通
い
經
路
に
當
っ
て

ゐ
る
事
ぞ
知
る
。
院
で
取
行
は
れ
る
行
事
は
、
新
維
の
風
習
に
依
る
も
の
あ
り
、
八
月
十
五
日
の
節
は
古
へ
渤
海
と
戦
っ
て

捷
ち
得
た
日
を
呪
ふ
新
維
の
祭
日
と
体
へ
ら
れ
、
飲
酒
歌
舞
を
な
す
俄
で
あ
る
が
、
此
の
院
で
も
故
幽
を
偲
ん
で
営
日
取
行

日
唐
交
通
と
新
羅
刺
の
信
企
七
九

、

た
爲
猫
歴
遊
の
望
み
逓
徐
て
な
か
っ
た
の
で
、
自
ら
求
め
て
歸
船
を
遅
ら
し
た
事
は
明
白
で
あ
る
。
彼
は
こ
上
赤
山
院
で
一

冬
を
過
し
、
明
七
年
の
春
、
院
を
出
て
長
途
五
台
山
に
巡
歴
を
志
し
、
店
都
握
安
に
入
っ
て
漸
く
求
法
の
心
懐
を
減
し
て
ゐ

る
□

１
Ｊ
山
１
１
可



．

日
噛
交
通
と
新
羅
抑
の
信
企
八
○

は
れ
た
。
院
の
誰
説
も
新
羅
師
に
依
っ
て
な
さ
れ
、
朝
夕
二
回
の
醐
峨
を
牌
風
に
な
す
他
は
、
凡
て
新
羅
の
風
俗
に
依
り
、

新
羅
詔
に
依
っ
て
な
さ
れ
る
。
之
に
喋
る
逝
併
老
幼
塊
女
凡
て
新
羅
人
で
あ
っ
た
。
間
仁
は
行
記
の
う
ち
に
こ
れ
等
の
新
羅

諸
俄
式
を
説
明
し
て
ゐ
る
。
赤
川
院
は
側
仁
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
五
台
川
巡
歴
と
、
正
安
研
學
の
門
川
の
記
念
す
べ
き
土

地
で
あ
っ
た
。
天
台
参
詣
し
目
的
ぞ
途
し
な
か
っ
た
川
仁
は
、
先
に
海
州
の
海
皿
秤
に
鮎
船
の
途
に
あ
る
船
よ
り
下
り
素
志
を

途
け
ん
と
し
た
が
、
店
山
官
人
に
姉
へ
ら
れ
抑
ぴ
乗
船
矛
畷
俄
な
く
さ
れ
た
。
此
虚
に
叉
赤
山
に
あ
っ
て
は
雌
航
後
脾
く
停

船
す
る
問
法
華
院
に
止
宿
し
計
刈
的
に
發
船
に
遮
れ
、
必
日
後
刻
汚
し
た
丸
斐
の
船
に
も
乘
ら
ず
し
て
表
面
は
日
本
船
に
勉

却
さ
れ
て
蹄
國
が
川
來
な
く
な
っ
た
と
て
赤
山
に
逗
稀
し
た
の
で
あ
っ
た
。
此
唯
で
新
羅
僻
聖
林
和
尚
よ
り
五
台
の
蛾
跡
に

就
い
て
智
識
を
得
南
方
天
台
を
断
念
し
新
に
五
｛
口
に
遊
ぶ
希
望
を
生
じ
た
。
滞
在
九
ケ
月
の
間
に
巡
歴
の
計
刻
は
回
仁
の

念
頭
を
去
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
ら
。
吐
唯
に
海
難
を
避
け
得
た
士
地
祁
へ
の
報
磁
の
意
味
よ
り
進
ん
で
、
大
師
陣
に
云
へ
る

如
く
「
必
施
亟
莇
令
逢
本
願
」
云
燕
と
云
は
れ
る
一
般
的
な
求
法
月
的
の
逹
成
祇
願
に
解
さ
れ
て
來
る
山
來
が
あ
る
。

大
師
陣
に
於
て
は
、
赤
川
榊
の
爲
に
祁
院
歩
建
て
る
と
見
え
て
ゐ
る
が
、
赤
山
川
自
身
の
祗
祠
の
建
立
に
は
薑
同
も
及
ん

で
ゐ
な
い
。
若
し
賞
初
か
ら
祁
祠
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
祁
院
の
中
に
鎭
守
す
る
一
宇
の
祗
祠
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
あ

っ
た
。
然
し
後
祇
に
は
赤
山
明
祁
は
次
鋪
に
祁
院
か
ら
離
れ
て
獅
向
的
な
地
位
が
與
へ
ら
れ
る
に
至
つ
ふ
卜
。
砿
勝
山
年
卜
月

つ
た
。
然
し
後
祇
に
は
赤
山
明
祁
は
弐

七
日
赤
山
祁
救
位
の
事
は
本
朝
批
紀
に

「
十
月
七
円
辛
酉
。
午
後
。
樅
大
納
一
言
藤
原
伊
周
川
。
中
組
一
言
同
公
季
卿
。
参
議
藤
原
懐
忠
卿
参
三
着
右
仗
座
一
・
有
丙
印

（
山
）

事
一
・
是
堆
二
比
叡
川
西
坂
本
祁
院
一
從
五
位
下
赤
坂
祁
被
レ
奉
し
授
二
從
四
位
下
↓
・
勅
使
中
務
少
輔
藤
原
朝
原
鈍
理
。
価
参
議
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日
墜
全
通
と
新
羅
稗
の
信
企
八
二

と
あ
り
、
智
證
門
徒
の
狼
癖
は
相
當
た
被
需
葬
祁
院
に
與
へ
た
。
山
門
で
は
之
を
朝
廷
に
訴
へ
、
間
も
な
く
十
月
赤
山
祁

位
の
昇
階
か
あ
っ
た
。
か
く
し
て
二
一
井
と
比
叡
の
抗
争
は
新
羅
明
祁
ｌ
赤
山
川
と
の
對
立
を
生
じ
，
鼓
っ
て
刷
位
の
累
進
向

上
を
朝
廷
に
奏
す
る
所
が
あ
っ
た
。

赤
山
川
の
蕃
艸
で
あ
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
が
，
壷
州
亦
山
の
法
華
院
に
於
け
る
新
維
人
の
信
仰
状
態
か
ら
推
し
て
赤
山

川
も
亦
新
雑
岬
で
あ
る
と
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
辻
皷
乏
助
仙
士
「
本
地
恥
通
説
の
起
加
に
つ
い
て
」
〕
然
し
後
に
は
我
剛
で
は
こ

の
一
川
は
支
那
の
山
東
に
於
け
る
一
つ
の
地
主
刺
と
し
て
諸
へ
ら
れ
て
ゐ
ろ
。
硴
瞬
昇
位
の
際
の
や
叩
諦
が
諸
川
柾
兀
抄
に
引
か

れ
て
ゐ
ゐ
か
、
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

〔
諸
川
根
兀
抄
〕
坤
赤
山
，
泰
山
府
謡
也
命
略
）

正
瞬
Ⅲ
年
宣
命
日
、
天
皇
掛
畏
キ
天
台
山
西
麓
一
一
坐
セ
ル
赤
山
Ⅲ
剛
叩
サ
ク
、
大
別
ハ
大
店
二
坐
シ
テ
被
群
不
敬
給
ヒ
ヶ
ル
テ
‐

慈
晶
大
師
爲
求
法
ニ
ト
シ
テ
、
入
店
セ
リ
シ
時
、
途
中
平
〃
祁
叩
ケ
ル
ニ
依
テ
、
同
円
奉
授
從
四
位
下
、
続
祀
峅
狸

一
耐
奇
の
文
で
は
赤
山
刺
は
純
然
た
る
漢
土
刺
で
あ
る
。
猫
挫
兀
抄
の
註
記
に
「
泰
山
府
飛
也
」
と
す
ろ
は
如
何
な
る
班
山

に
よ
る
で
あ
ら
う
か
。
泰
山
謡
は
陰
陽
逆
で
祭
る
ｍ
で
あ
り
、
支
那
山
東
い
泰
山
か
秦
始
皇
帝
の
縁
故
に
よ
り
支
那
に
於
て

祭
ら
れ
，
我
閏
に
於
て
も
平
安
朝
に
行
は
れ
た
辨
例
か
朝
野
群
赦
永
久
二
年
十
一
月
廿
三
Ｈ
藤
原
湖
隆
泰
山
隅
洞
泰
丈
）
本
朝
練

文
粋
（
保
延
四
年
三
月
藤
原
疵
行
秦
山
府
舜
泰
丈
）
等
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
赤
山
か
同
じ
く
山
東
牛
烏
に
あ
る
所
か
ら
，

後
枇
赤
山
明
祁
が
泰
山
調
に
擬
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
開
係
を
紺
ん
だ
時
代
は
明
か
で
な
い
が
、
鎌
倉
孵
代
建
保

五
年
に
後
鳥
羽
院
御
病
の
時
赤
山
に
於
て
泰
山
君
の
祭
を
行
っ
た
事
が
吾
妻
鑑
に
見
え
て
ゐ
ろ
。

明
ｑ
ｌ
ｌ
ｌ
ｕ

ｌ
四
口
■
Ⅱ
■

Ｉ
l



（
建
保
五
年
八
月
）
廿
五
日
庚
斗
。
山
城
廷
尉
目
二
京
都
一
歸
参
．
院
御
悩
事
“
自
二
七
月
十
日
一
連
日
仰
疲
瓶
也
。
有
智
高
惟

伽
觜
雌
し
勵
二
修
嶮
一
・
無
一
一
御
減
之
俄
一
・
而
側
廿
五
目
・
前
嵯
賜
叫
士
趣
昌
於
二
赤
山
一
修
二
泰
山
府
蒋
奈
一
。
翌
Ｍ
御
牛
癒
。

新
訂
剛
史

大
系
本

或
は
此
の
頃
既
に
赤
山
柳
が
泰
山
君
と
さ
れ
た
か
、
或
は
叉
か
Ｌ
る
祭
祀
よ
り
誌
か
れ
て
祁
格
の
鍵
化
を
來
し
た
も
の
か

充
分
明
か
で
な
い
が
、
兎
も
角
後
泄
に
は
単
な
る
支
那
登
州
四
一
地
主
川
と
な
し
‘
或
は
泰
山
調
に
擬
せ
ら
れ
た
に
し
て

も
、
回
仁
自
身
の
經
鹸
に
遡
っ
て
老
へ
れ
ば
、
赤
川
川
は
新
雑
岬
院
と
切
り
離
し
て
考
へ
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
殊
に
凹

仁
は
単
に
赤
山
祁
を
祀
る
祠
を
姓
進
た
も
の
で
な
く
、
刺
の
爲
に
祁
院
を
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
支
那
赤
山
に
於
け
る
耐
院

は
新
羅
人
に
依
っ
て
建
立
信
仰
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
云
は
博
と
の
祁
院
を
我
山
に
移
し
た
事
に
な
る
。
叫
仁
の
赤
山
川
に
對

す
る
信
仰
内
容
と
、
後
仙
の
そ
れ
と
は
勿
論
相
異
し
て
来
る
事
は
常
然
ｃ
あ
る
。
剛
仁
自
身
の
筆
鋒
に
依
っ
て
按
ず
れ
ば
・

鋪
一
に
航
海
救
難
の
守
謹
川
と
考
へ
、
節
二
に
新
維
岬
院
と
近
帝
な
附
係
を
求
め
る
事
が
出
来
る
。
然
し
時
代
の
推
移
と
共

に
、
そ
の
第
一
は
一
般
的
な
佛
法
援
誰
の
守
誰
刺
と
な
り
、
第
一
庇
洩
土
抑
と
な
り
塒
に
は
泰
山
調
と
さ
へ
老
へ
ら
れ
る
様

に
鐙
化
し
て
行
っ
た
。
（
未
完
）

日
孵
交
通
と
新
鯲
祁
の
慌
企
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